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ス ポ 、ソ 歴

大正11年慶応義塾大学医学部在学中大阪における第 6回極東競技大会に出場， 1600リレーで

日本記録を樹立し，インターカレッヂ，早慶戦等には一線メンバーとして活躍。

大正15年，医学部を卒業後直ちに慶応義塾体育会競走部監督となり塾生の指導にあたる。

昭和5年慶応義塾体育会競走部監督として渡満する。

昭和9年「運動選手に於ける股動脈音の研究」をもって学位を与えられる。

昭和10年日本陸上競技連盟理事，昭和11年日本体育協会常務理事に就任し，同年6月ベノレリ

ン・オリンピック大会日本本部役員として渡欧，同時に同地に於ける，国際スポーツ医学会総

会に出席する。昭和15年体操の効果を認め健民修練を目的とし三橋喜久雄氏と共に全国にこれ

を普及する。昭和22年日本体育協会理事，日本オリンピック委員会委員，日本陸上競技連盟理

事長，文部省体育振興委員会委員。昭和23年日本体育協会常務理事に就任し，戦後のスポーツ

界の指導にあたる。同年3月文部省大学設置審議会委員， 9 月新制大学発足lこ伴~ ¥慶応義塾理

事の懇請により体育授業計画の作成にあたる。

昭和24年4月慶応義塾大学法学部教授に就任し，体育科目設置を完了，大学に於ける正課と

しての保健体育が実施される。昭和25年慶応義塾体育会競走部部長に就任。

昭和24年10月第4回国民体育大会を組織し実行する。同年12月東京都体育会副会長，昭和25

年東京都陸上競技協会会長，武蔵野市体育会会長に就任。昭和25年7月ロザンヌに於ける国際

オリンピック実行委員会並びに，ブラッセルに於ける国際陸上競技連盟総会に日本代表として

出席，翌昭和26年3月アジア競技連盟実行委員会委員兼日本代表評議員，第 1回アジア大会日

本選手団長としてニューデリーに派遣され，以後昭和29年マニラに於ける第2回アジア大会，

34年東京に於ける第3回アジア大会， 37年ジャカルタに於ける第4回アジア大会， 42年ノくンコ

ックに於ける第 5回アジア大会に国際陸上競技連盟理事として出席。

昭和27年 6月第15回へルシンキ・オリンピック大会に本部役員として派遣され，以後のオリ

ンピック大会〈昭和31年第16回メノレボノレン，昭和35年第17回ローマ，昭和39年第18回東京，昭

和43年第四回メキシコ〉に国際陸上競技連盟理事として出席。

昭和27年大学体育協議会常務理事，昭和31年大学体育協議会理事長，文部省保健体育審議会

委員を務め，大学体育の全般指導にあたる。

昭和39年三田体育会副会長を務め，慶応義塾塾生のスポーツ向上に努力する。
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スポーツ歴

昭和34年アジア国際体育会議を組織し，理事として活躍する。

昭和39年 6月ソ連へ国賓として召聴される。

昭和42年ユニヴァシアード東京大会に国際陸上競技連盟理事として出席し，活躍する。

昭和44年国際陸上競技連盟代表として東南アジア半島大会へ派遣される。その間各国で開催

された国際陸上競技連盟総会並びに理事会に数回にわたり出席する。
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